魯迅年譜 by 中川, 俊
Title 魯迅年譜
Author(s) 中川, 俊







Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/
Osaka University
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　
　
I





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































喋月鎚鱗1題 名 事 項
6・
8　旧全朴ほVI
　膜附　｛
9且介末1∬
12　書儒　lV・
151轡信　lVl
161且介末1狙l
l7、且介末lHl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　且介　』
　　末附
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
集拾
集拾
附二
書偲
ff　答世界説儒GO爆「澱界⊃
HI紹介「海上述林」上巻（10
　　月「作家」　「中流」）
lV曹繊九「
　　第二次全蟹木灘聯禽流幼展
　　覧会上的談話（隊姻栃記乗）
　　美子太炎先生二三事
　　宋琳　一
　　曹臼　十
　　曹靖隼謬「弥朕作家七人集」
　　序
　　因太炎先生爾想起約二三事
　　盾詑q937隼6月25日許　
　　平霧己）
かれて歓談する。　　　　　　　　　　旨
　その後の一両日後に上海大戯院にプー
シキンの小説にもとついた映爾「トボロ1
フスキ’－」をみに行きたのしげな様子が｛
みえた。
　17日さらに聞卦けて，鹿地蔦，内山完
造を訪う。
　18日午前三時せきの発作が再発し，午
前六暗半医師を呼ぶ。
　19日前日より牛乳酉瓦をとったのみ。
呼吸困難心臓の圧迫感きびしく，眠りは
っねにさまたげられ，終夜冷汗は淋溝と
流れ，体温が下降，午前五時二十分つい
に心臓麻痺により永眠。　（新知書店出版
王士著「魯迅傳」七九）
　圓日遺体は万国渡儀館に移された。
　20日から一般齋民の弔閥をうける。
共産覚は腱民党に屡葬要求を通㌻鞍。
　22鷺棺は白地に黒々と“民族墓ヤと書
かれた旗で覆れ，深く沈んだ哀しい歌声
のうちに，藥元培，宋庚齢，黄源，欧陽
山朗風，巴金，張天翼，鹿地亘，内山完造
たちにみまもられて，万国公慕に葬られ
る。　（新知書店庸版　王士曹「魯選傳」
七九）
ヱ28
